
上峰町立上峰中学校だより No.１２ 《めざす生徒像》

✿ 心豊かな生徒（誠実，思いやり，協調，礼節）
✿ たくましい生徒（基礎･基本，創造性，解決力）
✿ 主体的に判断し行動する生徒（判断力，行動力）
✿ 高い志をもつ生徒（夢や目標，主体性）

発行日：令和６年(2024年)３月１日／発行者 (文責)：校長藤原 孝昭

早いもので，暦は３月になります。つい先日３学期が始まった気持ちでいましたが，気が付けば，今年度も

残すところ１か月となりました。春の足音が…といいたいところですが，天気の方はまだまだ肌寒い日も多く

健康管理には注意が必要です。１年の締めくくりの月として，それぞれが１年を振り返り，まとめ，課題を明確
にして来年度につなげていかなければなりません。

３月８日には，卒業式が控えています。今年度は９４名の３年生が上峰中学校を巣立っていきます。これから受

験本番を控えている３年生には，まだまだ別れの感傷に浸っている暇はないとは思いますが，先ずは受験を無事に

乗り越え，その先に感動できる卒業式を迎えてほしいと思います。

９年間の義務教育課程を無事に育て上げられた保護者の皆様へ 「おめでとうございます。」

中学校の三年間は、悩みも多く，多感な時期で，心配の種は尽きなかったことと思います。けれども，子どもた

ちは様々な困難を乗り越え，立派に成長しました。これまでの三年間，本校の教育活動にご理解とご協力を賜りま

２月１４日より，１年生それぞれ３時間ずつ筝の授業を受けています。講師の先生は、近藤イツ子先生です。先

生は本校の生徒のためにこの時期、指導を通して琴の魅力を届けていただいています。改めて感謝申し上げます。

私見ですが、琴の音色は凛として美しいイメージがあります。また，音色を聴いていると気持ちが穏やかになりま

す。そういう意味でも日本的な楽器だなあと感じます。琴は，弾けば音が出る楽器です。しかし，つめの当て方，

弾く位置，力の入れ具合等で同じ弦を弾いてもプロと素人では雲泥の差が出ると聞いたことがあります。生徒たち

は，琴の奥深さを味わえたのではないでしょうか。この授業をきっかけに琴の演奏を趣味とする生徒が増えるかも

しれません。

今年正月元旦に石川県能登半島地震が発生しました。本校生徒会が中心となって「自分

たちに何かできることはないだろうか。できることから始めよう。」という気持ちで，募金

活動を行いました。集まった義援金は，５２，６２４円。上峰町を通して，日本赤十字社佐

賀支部へ送られました。生徒のみなさんの温かい支援と協力に感謝します。また，被災地の

一日も早い復興を心よりお祈り申し上げます。



１日（金）３年生お祝い給食

４日（月）3年生事前指導 １,２年式歌練習

５日（火）県立一般選抜学力検査 ※３年給食無

１年クラスマッチ

６日（水）県立一般選抜学力検査 ※３年給食無

２年クラスマッチ １,２年式練習

７日（木）3年修了式 全校式練習

3年生を送る会 ※３年給食無

13日（水）県立高校合格発表

14日（水）中央委員会・学級討議・専門委員会

第３回学校評議員会

17日（日）県下一斉部活動休養日

20日（水）（祝）春分の日

21日（木）安全点検日 大掃除

22日（金）修了式 辞任式

25日（月）学年末休業（～3/31）

２月１６日（金）に令和５年度上峰町部活スペシャルアスリート招聘事業を実施しました。講師に元サッカー日

本代表：大久保嘉人氏，元バレーボール日本代表：狩野舞子氏をお招きし，講演，部活指導（サッカー，バレー

ボール）の２部構成で行いました。講演で，中学校入学と同時に親元を離れた大久保氏は，「有名になりたい」と

いう一心で強い気持ちを持ち続け，その気持ちは現役を引退するまでブレなかった。逃げたくなったときに自分は，

「なぜ，これをやりたいと思ったのか，原点を思い出すようにした。」と言われました。プロになってからも「落

ち込んでいる時間はなかった。上手くなりたいと常に思っていた。２０年間の現役生活で３年くらいしか楽しい時

期はなかった。」とも言われました。

１５歳で全日本入りを果たした狩野氏は，勉強する気持ちで合宿に参加した。野菜が嫌いだったけど，ケガが多

くなって嫌いなものも食べるようになった。小さい頃から食べれるものは食べたほうがいいとアドバイスをもらい

ました。「プロになってからは，相手チームに対策を立てられるから一時期，通用しなくなった。常に成長する意

識を持っていないといけない。苦しいときにチームメイトに助けられた。」とも言われました。

最後に大久保氏は，「夢をあきらめず，努力すれば叶う。挑戦してください。中学生の今の時期が大切です。」

狩野氏は，「自分がどうしたいか。自分の心に素直に行動してください。やらないよりやってみて後悔してくださ

い。」と生徒へ熱く，そして温かいメッセージをくださいました。

後半は，バレーボール部，サッカー部を中心にお二人から技術面のポイントや練習に向かう姿勢等を学びました。

当初は緊張している様子でしたが，徐々に慣れていったようで表情も柔らかくなっていきました。一生の思い出に

なったのではないでしょうか。


